















































よびリチウム ･酸素 ･ストロンチウム ･ネオジム同位体システマティクスを用いた研究を博士課程にお
いて実施してきた｡その研究内容を上記学位論文としてまとめると共に､平成23年8月26E]に論文発表
会を実施し､口頭による研究内容の紹介と質疑応答をもとに同日､学位審査を行ったD
本研究の特徴は､マントルの物質進化を論ずる上で世界的にもきわめて重要なフィールドである幌満
かんらん岩体を対象とし､とりわけマントル中での流体-マントル､メルトマントルの反応の時間発展
を総合的な地球化学的解析をもとに議論した点にあるOまず､ハロゲンの全岩分析と鉱物微小領域分析
をもとに､リチウム同位体や酸素同位体のデータと組み合わせることによって､従来区別が困難であっ
た流体とメル トそれぞれの関与を明らかにするに成功している｡さらに流体一マントル相互作用によって
形成された角閃石を鉱物分離し､放射年代測定を行うことで,島弧下で起こった流体とマントルの相互
作用について時間的制約を与えている｡また地球科学における極めて重要な問題の一つである､著しく
低い鉛同位体組成をもつマントルを生成するメカニズムに関連して､本研究によって初めて見出された
酸素同位体とリチウム同位体の正の相関に基づいて海水とかんらん岩との熱水反応を評価し､マントル
溶融とメルトの分離後の残りのカンラン岩の鉛同位体進化が重要な役割を果たしていることを指摘し
ている｡このモデルは､マントルの同位体的特徴を満たすばかりでなく,マントル中の硫黄や鉛の含有
量に関しても制約を与える可能性を示しているOこれら一連の研究成果を､より広範なマントル物質に
適用することによって全地球的マントルの物質進化に関する知見が一段と深まることは間違いなく､今
後の研究発展が非常に期待できる｡したがって学位申請者の研究成果は､その独自性 ･先進性により博
士学位に十分相当すると認められ､審査委員会として最終試験を合格とする｡
